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会  議  録 

会議の名称 第８回茨木市提案公募型公益活動支援事業評価委員会 

開 催 日 時 

令和６年２月 26日(月) 

    （午前・午後） ２時 開会 

    （午前・午後） ４時 開会  

開 催 場 所 茨木市役所本館６階第１会議室 

議 長 
河合 将生 氏 

（office musubime 代表、NPO組織基盤強化コンサルタント) 

出  席  者 

【評価委員】 

河合将生氏(NPO 関係者)、藤原直樹氏（学識経験者）髙田和子氏（地域活動関係者） 

（  ３人） 

【事務局】 

吉田共創推進課市民活動グループ長、松井共創推進課職員              

                                （ ２人） 

                                                                  

【関連課・担当課】 

こども政策課、政策企画課、環境政策課、商工労政課   

                （  ４課） 

                           

開 催 形 態 原則公開（傍聴者１名） 

議 題 ( 案件 ) 
（１）概要説明及び会議の公開・非公開の決定 

（２）各団体による事業報告及び質疑応答 

配 布 資 料 

・第８回茨木市提案公募型公益活動支援事業評価委員会次第 

・令和５年度 チャレンジいばらき補助金申請事業一覧 

・事業報告関係書類（個人情報を含むため省略） 
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議 事 の 経 過 

発言者 議 題（案 件） ・ 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

 

事務局 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

関連課 

 

 

河合委員長 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

関連課 

 

 

河合委員長 

 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

関連課 

 

開会及びあいさつ、本日の会議の概要説明 

 公開・非公開の決定について（原則公開） 

 

 傍聴者入室許可（傍聴者入室） 

    

 ----------------------- 事業報告開始 ----------------------- 

【自由テーマ型】 

心の声をアートで表現する 

IKO-IBA(虹色部) 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・達成度が「ほぼ達成できた」となっているが、どんな要因があるか 

→インフルエンザの蔓延等があり、日程が予定通り行かなかったことと、広報担

当が不在となったことでスムーズに事業が進まなかったこと。 

・参加人数は想定と比べてどうだったか 

→内容によって異なる印象だった。 

 

【自由テーマ型】 

小学生はじめてのプラモデルづくり事業 

いばらきキッズプラモクラブ 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・実施時期が遅くなったのはなぜか 

→おにクルの利用を検討していたが、オープンしてから予約したため、少し遅く

なった。 

・アンケートは子どもたちが理解できたのかみたいな内容なのか。答えが「はい」

になるものでなく、学校でない学びの場として利用できれば良いかもしれない。 

→今後実施する際の参考にする。 

 

【自由テーマ型】 

いばらきコットンプロジェクト 

エシカリズム 

 

【関連課 意見】 
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河合委員長 

 

 

 

 

藤原副委員長 

 

 

団体 

 

 

 

関連課 

 

 

藤原副委員長 

 

 

 

 

河合委員長 

 

 

 

団体 

 

 

 

関連課 

 

 

河合委員長 

 

高田委員 

 

 

 

 

 

 

【質疑応答】 

・映画会を通しての学びとは？ 

→ただ上映をするのではなく、ぐるり（物々交換会）や、オーガニックのポップ

コーン配布など、参加者が打ち解けられる場づくりを行った。 

・次年度以降の取り組みについて 

IBALAB広場の一角でコミュニティガーデンの実施を予定している。 

・Ｔシャツと綿繰り機は団体の資産となるものか。 

→今後活動する際にも使っていく、団体の資産として活用する。 

 

【連携型】 

茨木市「条件付特定外来生物の普及啓発活動」 

川いい会 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・連携団体との連携の効果は。 

→団体だけでは及ばなかった専門的な知識を踏まえた事業実施ができた。また、

当初連携団体として設定していた団体との２団体から派生して、学校関係者や

大学のボランティアサークル、YouTuberにも無償で協力していただくなど、今

後の活動にもつながるネットワークの形成ができた。 

・専門家との連携だけでなく、学校やその他の関係機関への波及効果を展開して

いくとよいのでは。 

→理科の先生へのレクチャーを考えている。 

 

【自由テーマ型】 

「木育」チャリー博士と一緒にロボ木―を作ろう！ 

特定非営利活動法人さんさんごご 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・事業の持続性についてはどう考えているか 

→「茨木の間伐材を使って」茨木版ロボ木ーのキット制作を続けたい。 

・参加者のターゲットを高学年までに広げる予定はあるのか 

→個々のストーリー性をだしたロボ木ー制作を、ワークショップを通じて実施し

てみたい。 

 

【連携型（中止）】 

いばらきハロウィンストリート in商店街 
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河合委員長 

 

 

 

 

河合委員長 

 

 

 

河合委員長 

 

Locaco Project 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・連携先団体とはどの段階から連携する予定だったのか。 

→やりたいことの構想を共有したところ一緒にできそうとのことだったので、最

初の企画段階から一緒に進めていた。しかし、企画を進めていくうえで、連携

団体とのコンセプトと合わなくなってきてしまった。 

 

 他に意見はないか。以上で報告を終了する。 

 

 傍聴者退出 

 

事務局から連絡事項はないか。 

以上で、第８回茨木市提案公募型公益活動支援事業評価委員会は閉会とする。 

 


